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° ° I °
ようがないOしかもそれは閉じられることのない無限の追加-以下省略-をとも
なう。第12章や第34章でも、市中の商店や神社の夜店に並べられた商品(「奇妙な陳























































タ物語的解説(83, 89, 99, 164, 173, 182-)における語り手の介入…‥。この作品



























° ° ▼ ° °
語り手が「美術品」と言っているのはむろん皮肉であり、その本当の意味は、それ









































































































































える.ものは常に「神秘に満ちた裏側」 (les dessouspleins de mystsre) (147)を
i ° ° t一° ° i ° t ° ° ° ° t
隠し持っているのだ。これに従って定式化すれば、日本人の無表情は珍妙なものを隠
° t ヽ ° °
蔽している、ということになる。ここで「珍妙」という語は、この謎は結局理解不可
能である、という意味で用いられているように見える。しかるに、理解の対象を「珍
° ° ° ° ° °
妙」と形容することは、それが文字通り理解できないということではなく、むしろ理
° ° ° ° ° ° ° °
解するに値しないということを意味するのではないだろうか。ここには「理解できな
° ° I ヽ
い」から「理解に債しない」へのすりかえが生じている。日本人の無表情は取るに足






















































































































































































° 4 ° ° ° ° ° t
よってはそれらに対する反抗を合意する(語源的に言うと「不条理」は耳の聞こえな





° ° ° ° ° °
のことではなく、大した意味がないもの、あるいはその意味に大した価値がないもの
のことである。また、 「不条理」には「珍妙さ」が合意する他愛のなさ・軽薄さ(さ






































形」くpetites marionettes sans corps) (ibid.)にすぎないO彼女たちの着物は何
° ° ▼ ▼ ° ° ° 4 ° °
も表わしておらず、何も隠していないのだが、何もとは何も本質的なものを、つまり


















































































































































同性愛の問題については、アラン・ビュイジーヌrロチの基J Alain Buisine, Tombeau de





nu)を取り上げている(Michel Butor, LeJapon depuis la France, Un rlve a Vancre, coll.






子供の物語jに語られた航海日誌のエピソードを参照のことP. Loti, LeRoman d'un















くBretagne et Japon aux antipodes, les deux moments d'un meme roman d'amour pour
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Yves : lecture de Monfrere Yves et Madame Chrysantheme), in Loti en son temps, Col-








segment de discours est dit anaphorique lorsqu'il est necessaire, pour lui donner une
interpretation (meme simplement litterale), de se reporter a un autre segment du
meme discours.) (O. Ducrot et T. Todorov, Dictionnaire encyclopedique des sciences du














彼女にふさわし名前だったのだ」と語ったという(Claude Farrere, Loti, Flammarion,
1930, p. 75, cite dans Suetoshi Funaoka, Pierre Loti et I'Extrlme-Orient-du jourrWI
d l'αuvre, France Tosho, Tokyo, 1988),
14) r小学館ロベール仏和大辞典」くabsurde)の項。











19)船岡末利宥訳前掲書、およびSuetoshi Funaoka, op. cit.,を参照。
20)注4および注17を見よ。
21) 「問いかけ」という、この語の語源的な(ことさらに批判的でなく技術的な)意味で。こ
の点、 「珍妙な」という形容詞がしばしばちぐはぐな「問い」 (「答え」もそうだが)に係
るという事実は興味深い(ビュトールの前掲書p.42参照)0
22)この作品は、マダム・プリュヌの祈祷をもじった語り手の祈りで終わっている。 「おお、
アマ・テラス・オオ・ミカミ、私を、この小さな結婚の汚れから、カモ川の水で、洗いた
まえ、浄めたまえ-」 (第66章)0
23)この間題は、シュザンヌ・ラフオン前掲書に詳しい。
「珍妙さ」の美学
24)注5を見よ。
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